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９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

15
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
や
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
な
ど
16
議

案
が
提
出
さ
れ
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
め
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
町
民
第
一
体
育
館
の
建
設
や
防
災
無
線
の
改
修

等
に
つ
い
て
、
14
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

９ 月 定 例 会

63億9千万円を認定

　
決
算
審
査
意
見 　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
監
査
委
員
　
薄　
井　
憲　
一

監
査
委
員
　
鈴　
木　
一　
郎

　
平
成
27
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
と

も
に
黒
字
決
算
と
な
り
、
各
会
計
と
も
予
算
の
執
行

及
び
事
務
処
理
は
適
正
・
的
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
基
金
も
１
億
６
千
7
百
万
円
が
積
み
増

し
さ
れ
総
額
が
39
億
３
千
万
円
余
り
と
な
っ
た
。

　
町
税
等
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
収
入
未
済
額

が
増
加
し
て
お
り
、
長
期
滞
納
や
高
額
滞
納
も
増
加

の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
適
正
な
行
政
運
営
の
た
め
に

も
減
少
に
向
け
た
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
近
年
、
異
常
気
象
と
言
わ
れ
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
等
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
防
災

訓
練
や
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
非
常
食
と
し
て
ア
ル

フ
ァ
米
、
乾
燥
ス
ー
プ
、
飲
料
水
等
を
備
蓄
し
た
が
、

ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
計
画
的
に
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
議
会
が
決
め
た
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と

も
に
、
行
政
効
果
を
住
民
に
代

わ
っ
て
評
価
す
る
も
の
。

　
さ
ら
に
審
査
結
果
を
予
算
の
審

議
に
役
立
て
る
た
め
に
も
重
要
な

も
の
で
あ
る
。

�
議
員
必
携
よ
り

決
算
の
意
義
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27年度決算総額
町税
11.4％
５億2,023万円

繰入金7.1％
3億2,361万円

繰越金1.8％
8,344万円

使用料等
0.8％
3,673万円譲与税等

3.8％
１億7,558万円

地方交付税44.1％
20億1,755万円

国県支出金
　　12.1％
５億5,401万円

その他2.9％
１億3,069万円

地方債（借金）16.0％
7億3,218万円

総務費17.5％
７億6,957万円

衛生費6.4％
２億8,200万円

土木費9.7％
４億2,453万円

教育費19.4％
８億5,185万円

消防費3.7％
１億6,395万円

災害復旧費
　　0.3％
1,686万円

公債費11.9％
５億2,098万円

農林水産業費
　　10.0％
４億3,740万円

民生費
18.2％
７億9,822万円

商工費1.1％
5,042万円

議会費1.8％
7,916万円

歳　入
45億
8,002万円

歳　出
43億
9,494万円

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額） 採決の結果

一　般　会　計 ４５億８, ００２万円 ４３億９, ４９４万円 ３, ６７４万円 認定　(10 対 １)

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ８億５, ９９０万円 ７億６, ５９８万円 ５, ４５５万円 認定　(10 対 １)

簡 易 水 道 １億４, １６１万円 １億２, ４５４万円 １７９万円 認定　( 全員賛成 )

農業集落排水事業  ７, ２２１万円 ７, ０９５万円 ２９２万円 認定　( 全員賛成 )

林業集落排水事業  ２, ５６９万円 ２, ５０５万円 １９万円 認定　( 全員賛成 )

介  護  保  険 ６億５, ９６２万円 ６億４, ３１５万円 ２６２万円 認定　(10 対 １)

後 期 高 齢 者 医 療  ５, ５２９万円 ５, ５２４万円 １万円 認定　( 全員賛成 )

合　　計 ６３億９, ４３４万円 ６０億７, ９８５万円 ９, ８８２万円

前 年 対 比 109.9％ 107.7％ 101.4％

各会計の決算状況と採決結果 （１万円未満切り捨て）

一般会計の歳入歳出の性質別割合は !
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一般
会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
歳
入
45
億
８
０
０
２
万

円
、
歳
出
43
億
９
４
９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出

差
引
額
は
１
億
８
５
０
８
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越

事
業
の
財
源
１
億
２
４
５
２
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
、
６
０
５
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
27
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
時
に
十
分

な
審
議
の
う
え
執
行
さ
れ
て
き
た
も
の
で
健
全
な

財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
公
民
館

改
修
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
た
め
の
生
活

環
境
基
盤
整
備
等
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

評
価
で
き
賛
成
し
ま
す
。

　
27
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
問
題
点
が
多
い
と

し
て
２
回
否
決
さ
れ
た
体
育
館
建
設
関
連
予
算
が

ま
っ
た
く
同
じ
内
容
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
現
時
点
で
も
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
本
決
算
を
認
め
る
こ
と

は
町
政
運
営
と
と
も
に
財
政
運
営
的
な
面
か
ら
も

問
題
の
多
い
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一…

議
員

反
対

緑
川
栄
一…

議
員

賛
成

賛
成 

10

反
対　
１

採
決

可
決

論
討

国
民
健
康
保
険
特
別 

 

会
計
決
算
認
定

介
護
保
険
特
別

 

会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

　
歳
入
は
前
年
度
よ
り
１
億
７
４
０
９
万
円
増
の
８
億
５
９

９
０
万
円
で
保
険
税
は
７
９
１
万
円
増
の
１
億
７
６
９
３
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
２
３
５
６
万
円
減
の
６
６

７
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
歳
出
は
１
億
４
６
１
５
万
円

増
の
７
億
６
５
９
８
万
円
と
な
り
、
９
３
９
２
万
円
が
余
剰

金
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
税
の
滞
納
額
は
１
２
３
万
円
増
の

５
４
２
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
困
窮
家
庭
が
増
え
る
中
に
お
い
て
保
険
税

が
８
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
負
担
が

益
々
増
え
る
こ
と
は
大
変
な
状
況
で
あ
り
、
こ
の

状
況
に
お
け
る
本
決
算
に
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一…

議
員

反
対

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
被
保
険
者
の
減
少
、

医
療
費
の
増
加
な
ど
厳
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
実
質
収
支
が
黒
字
に
な
っ
た
の
は
、
適
正
な

運
営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一…

議
員

賛
成

賛
成 
10

反
対　
１

採
決

可
決

論
討

審
議
議
案

　
歳
入
は
前
年
度
よ
り
１
７
０
５
万
円
増
の
６
億
５
９
６
３

万
円
で
保
険
税
は
１
０
９
９
万
円
増
の
１
億
万
円
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
は
２
３
５
６
万
円
減
の
６
６
７
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
歳
出
は
１
０
９
９
万
円
増
の
１
億
２
８
８

万
円
と
な
り
、
１
６
４
７
万
円
が
余
剰
金
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
税
の
滞
納
額
は
２
６
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
の
状
況
は
、
負
担
は
増
え
る
が
サ
ー
ビ
ス

が
削
減
さ
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
状
況
に
は
無
い

と
感
じ
ま
す
。
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
町
独
自
の

支
援
が
必
要
と
思
う
観
点
か
ら
本
決
算
に
反
対
し

ま
す
。

岡
部
淳
一…

議
員

反
対

　
介
護
者
が
年
々
増
え
る
中
に
、
厳
し
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
収
支
が
黒
字
に
な
っ
て
お

り
適
正
な
運
営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
本
決
算
に
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一…

議
員

賛
成

賛
成 

10

反
対　
１

採
決

可
決

論
討

27 年 度 会 計
決 算 認 定 審 議
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継続
公開

わが町の
貯金と借金

一般会計分

会　計　別 収入未済額の内訳

一 般 会 計

町 税 29,599

保 育 料 1,613

住 宅 使 用 料 4,946

負 担 金・ 貸 付 金 586

特
別
会
計

国民健康保険 国 民 健 康 保 険 54,551

簡 易 水 道 水 道 使 用 料 1,793

集 落 排 水 集 落 排 水 使 用 料 3,112

介 護 保 険 介 護 保 険 料 2,622

後 期 高 齢 者 保 険 料 9

合　　　　計 98,831

（単位）：千円 税
金
使
用
料
の

滞
納
額

区　　　分 27年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 5,050万円 0 50％

公営住宅建設債 4,102万円 △1,508万円 0％

災害復旧事業債 1,435万円 △　206万円 ～95％

義務教育整備債 831万円 △　744万円 ～70％

一般単独事業債 8,464万円 △　984万円　 ～50％

過疎対策事業債 22億9,417万円 2億6,399万円 70％

辺地対策事業債 7億402万円 3,478万円 80％

財 源 対 策 債 1,035万円 △　402万円 100％

臨時財政特例債 759万円 △　408万円 100％

減 税 補 て ん 債 2,283万円 △　430万円 100％

臨時税収補てん債 395万円 △　256万円 100％

臨時財政対策債 15億550万円 △　542万円 100％

計 47億4,723万円 2億4,395万円

区　　　分 27年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 10億3,100万円 △1億3,581万円

減 債 基 金 5億6,252万円 2億5,751万円

文教厚生施設等基金 19億1,372万円 1億2,502万円

ふるさと創生基金 1億138万円 △　 1,977万円

さわやか福祉基金 1億5,425万円 0

計 37億6,287万円 ２億2,695万円

区　　　分 27年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 0

優良雌牛導入事業基金 5,500万円 0

奨　学　基　金 6,831万円 40万円

計 2億2,331万円 40万円

借金の種類 借入金は元金です。 貯金の種類 積 立 基 金

運 用 基 金
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一
般
会
計
第
３
次
補
正
予
算

審
議
議
案

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
５
４
８
９
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

50
億
９
５
０
万
円
と
す
る
補
正
予
算
。
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
６
０
５
６
万
円
、
地

方
交
付
税
の
確
定
分
１
億
３
３
２
５
万
円
の
歳
入
、
町
民
第
一
体
育
館
建
設
事
業
の

継
続
費
設
定
に
伴
う
工
事
請
負
費
等
12
億
１
６
２
５
万
円
の
減
額
補
正
の
ほ
か
、
減

債
基
金
へ
の
積
立
１
億
６
３
９
万
円
、
林
業
事
業
体
の
機
械
設
備
導
入
支
援

１
４
６
０
万
円
、
畜
産
農
家
の
機
械
設
備
導
入
支
援
８
９
９
万
円
が
計
上
さ
れ
た
予

算
で
す
。

　
町
民
第
一
体
育
館
の
工
事
総
額
に
対
す
る
問
題
点
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
議

論
さ
れ
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
に
お
い
て
事
業
を
継
続

費
で
実
施
す
る
形
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
事
業
費
21
億
８
千
万
円
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
も
同
意
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
補
正
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一…
議
員

反
対

　
補
正
予
算
の
内
容
は
町
民
第
一
体
育
館
建
設
事
業
の
継
続
費
設
定
に
関
す
る

補
正
や
農
林
業
の
振
興
施
策
に
か
か
る
補
正
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
町

民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
有

利
な
財
源
活
用
に
よ
っ
て
、
将
来
に
備
え
た
基
金
の
積
み
立
て
も
行
わ
れ
て
い

る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一…

議
員

賛
成

賛
成 
９

反
対　
２

採
決

可
決

論
討

１０億５４００万円減額の
一般会計第３次補正予算

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
辺
地
の
指
定
を
受
け
辺
地
債
の
対
象
と
な
る
計
画

の
追
加
を
行
う
も
の
で
、
竹
貫
田
い
わ
き
線
の
起
債

額
の
変
更
、
下
論
田
線
の
事
業
量
及
び
事
業
費
の
変

更
及
び
町
消
防
団
第
２
分
団
１
部
の
消
防
機
械
置
場

建
築
事
業
の
追
加
に
よ
る
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。

　
町
消
防
団
用
活
動
服
２
７
０
着
を
購
入
す
る
た
め

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
契
約
金
額　
６
４
２
万
６
千
円

　
契
約
の
相
手
方　

　
　
白
河
市
大
鳥
居
橋
前
83
の
14

　
　
　
（
株
）
磐
水
社　
白
河
営
業
所

　
　
　
　
　

所　
長　
辺
見　
善
衛

そ
の
他
の
議
案
は
抜粋

賛　成

藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木
木戸
関根
佐川

反　対

野崎
岡部
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子ども園の視察調査

旧古殿保育所の視察調査

防災用品の備蓄状況

　
こ
ど
も
園
の
周
辺
環
境
整
備
事
業
及
び
旧
古
殿
保
育
所
の
高
齢
者
居
住
交
流
施
設

へ
の
改
修
事
業
に
つ
い
て
視
察
調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
倉
庫
の
防
災
用
品
等

の
在
庫
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
後
、
旧
古
殿
保
育
所
の
高
齢
者
居
住
交
流
施
設
へ
の
改
修
内
容
に
つ
い
て
担

当
課
よ
り
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
利
用
形
態
、
交
流
施
設
と
し
て
の
機
能
充
実

管
理
運
営
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
針
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

常任委員会の活動
総
務
常
任
委
員
会
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平
成
28
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
８
月
19
日
に
開
催

さ
れ
、
飲
料
水
確
保
対
策
事
業
と
し
て
飲
料
水
、
そ

の
他
生
活
に
必
要
な
水
を
確
保
す
る
た
め
の
井
戸
等

の
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助
金
３
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
2
回 

臨
時
会
8.19

一
般
会
計
第
２
次
補
正
予
算

審
議
議
案

Q…

３
０
０
万
円
の
予
算
は

ど
の
程
度
の
設
備
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

A 

５
年
前
に
東
日
本
大
震

災
後
の
水
源
確
保
対
応
と
同

じ
く
飲
料
水
の
確
保
に
必
要

な
ボ
ー
リ
ン
グ
・
井
戸
の
掘

削
費
、
ポ
ン
プ
の
設
置
費
、

水
質
検
査
な
ど
を
補
助
対
象

経
費
と
し
て
考
え
て
お
り
、

上
限
額
30
万
円
で
10
世
帯
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

Q 

町
内
で
水
が
枯
渇
し
て

大
変
な
状
況
と
把
握
し
て
の

対
応
か
。

A 

簡
易
水
道
エ
リ
ア
外
の

町
民
の
方
か
ら
６
件
程
度
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

Q 

こ
の
支
援
の
対
象
期
間

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考

え
か
。

A 

今
回
、
補
助
金
交
付
要

綱
を
制
定
し
て
お
り
、
今
年

度
４
月
１
日
に
遡
っ
て
適
用

す
る
考
え
で
す
。
補
助
金
の

申
請
は
、
年
度
ご
と
に
12
月

末
ま
で
と
し
、
３
月
末
ま
で

に
工
事
完
了
す
る
も
の
と
い

た
し
ま
す
。

Q 

５
年
前
の
震
災
時
に
水

源
が
枯
渇
し
補
助
し
た
所
も

今
回
、
枯
渇
し
て
い
る
場
合

該
当
す
る
の
か
。

A 

基
本
的
に
は
５
年
前
に

工
事
を
実
施
し
て
、
今
回
再

度
枯
渇
し
工
事
を
実
施
し
た

場
合
は
補
助
該
当
と
い
た
し

ま
す
。全

員
賛
成

採
決

可
決

全 員 協 議 会
　
町
民
第
一
体
育
館
改
築
実
施
設
計
が
確
定
し
た
た
め
、
平

面
図
、
立
面
図
、
完
成
予
想
図
に
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
体
育
館
建
設
用
地
周
辺
の
整
備
予
定
図
に
よ
り
、

追
加
購
入
予
定
の
４
０
０
０
㎡
の
取
得
方
法
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
追
加
の
事
業
認
定
が
困
難
な
た
め
税
相
当
分
を
考
慮

し
た
対
応
で
の
購
入
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
と
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
第一体
育
館
改
築
及
び

 

用
地
の
追
加
購
入
に
つ
い
て

町民第１体育館拡張予定地
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一 般 質 問一 般 質 問

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
多
く
の
町
民
か
ら
「
３
月

の
定
例
議
会
で
体
育
館
に
関

す
る
予
算
が
可
決
さ
れ
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
私

達
に
何
ら
説
明
も
な
く
入
札

が
執
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
甚
だ
遺
憾
で
、
町
民
を
蔑

ろ
に
す
る
町
民
不
在
の
町
政

だ
。
も
う
一
度
、
町
長
の
真

意
を
正
し
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

野
崎　
町
民
に
対
し
て
の
説

明
や
意
見
を
聞
く
必
要
は
な

い
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は

な
い
か
。

町
長　
各
種
団
体
の
代
表
者

や
議
員
の
皆
様
に
も
様
々
な

意
見
を
聞
い
て
き
て
今
が
あ

り
ま
す
。

野
崎　
１
８
０
０
人
の
署
名

に
よ
る
陳
情
書
が
議
会
に
、

「
事
務
監
査
請
求
」
が
１
７
７

人
の
署
名
に
よ
り
提
出
さ
れ
て

い
る
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
陳
情
書
は
議
会
に
提

出
し
た
も
の
で
、
事
務
監
査

請
求
は
監
査
委
員
に
提
出
さ

て
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

野
崎　
４
０
０
０
㎡
の
体
育

館
用
地
の
確
保
で
事
業
認
定

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

税
金
分
を
上
乗
せ
し
て
土
地

を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が

町
民
に
ど
う
説
明
を
す
る
の

か
。
責
任
の
所
在
は
。

町
長　
現
時
点
で
事
業
認
定

を
受
け
る
の
が
困
難
な
た
め

や
む
を
得
ず
地
権
者
が
負
担

す
る
税
相
当
分
を
考
慮
し
土

地
購
入
に
至
り
ま
し
た
。

町
民
第一体
育
館
建
設
の
今
後
は

体
育
館
建
設
は
計
画
ど
お
り
進
め
る

町
長

一
般
質
問
は
、
９
月
14
日
に
８
人
の
議
員
が
14
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

老朽化した旧宮中校舎

　
古
殿
小
学
校
は
、
良
好
な

立
地
環
境
に
恵
ま
れ
「
校
庭

の
芝
も
珍
し
い
」
と
評
判
も

良
く
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

だ
。
だ
が
多
く
の
保
護
者
か

ら
「
芝
生
の
校
庭
」
に
つ
い

て
改
善
の
要
望
が
あ
る
。

　
公
民
館
主
催
の
「
柔
道
教

室
」
練
習
場
は
、
以
前
か
ら

「
建
物
が
危
険
で
か
つ
不
衛

生
な
の
で
代
替
え
場
所
を
検

討
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

が
続
い
て
い
る
。
そ
こ
で
伺

い
ま
す
。

野
崎　
芝
生
の
校
庭
は
保
護

者
か
ら
の
要
望
か
。

教
育
長　
開
校
記
念
事
業
と

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
協
議

し
て
進
め
た
も
の
で
す

野
崎　
芝
を
張
っ
た
目
的
は

何
か
。
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
は
精
査
し
た
の
か
。

教
育
長　
目
的
は
情
操
教
育

や
体
力
の
向
上
で
あ
り
、
総

合
的
に
勘
案
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

野
崎　
芝
生
の
維
持
管
理
費

用
は
。

教
育
長　
平
成
27
年
度
の
実

績
で
管
理
委
託
料
36
万
円
、

肥
料
代
・
冬
芝
代
で
53
万
円

そ
の
他
修
繕
費
な
ど
合
わ
せ

て
１
０
４
万
円
で
す
。

野
崎　
体
育
の
授
業
な
ど
に

支
障
は
な
い
か
。

教
育
長　
学
校
か
ら
そ
の
よ

う
な
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
虫
刺
さ
れ
・
芝
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
の
健
康
被
害
は

な
い
か
。

教
育
長　
虫
刺
さ
れ
は
、
平

成
27
年
度
に
37
件
あ
り
ま
し

た
。

野
崎　
柔
道
場
の
建
築
年
は
。

耐
震
補
強
も
な
く
危
険
な
建

物
だ
と
思
わ
れ
る
が
継
続
使

用
の
問
題
は
な
い
か
。
代
替

え
建
物
の
用
意
は
で
き
な
い

の
か
。

教
育
長　
昭
和
37
年
の
建
物

で
す
。
平
成
29
年
度
に
町
民

第
１
体
育
館
が
完
成
す
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
ご
協
力
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
と
安
全
対
策
は

平
成
29
年
度
体
育
館
完
成
ま
で

ご
協
力
を

教
育
長

・…

若
者
の
移
住
・
定
住
促
進

対
策
の
現
状
と
進
め
方
は

そ
の
他

質
の

問
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未指定の駒ヶ城跡地

古殿八幡神社流鏑馬

未指定の古殿八幡神社狛犬

　
古
殿
町
の
観
光
資
源
の
代

表
は
、
越
代
の
サ
ク
ラ
と
流

鏑
馬
で
あ
る
が
、
３
日
な
い

し
、
１
週
間
で
終
え
て
し
ま

い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
楽

し
め
る
観
光
化
の
た
め
の
、

整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
町
内
に
は
、
歴
史
的
な

有
形
文
化
財
が
数
多
く
あ
り

文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
資

源
の
開
発
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

藁
谷　
町
指
定
有
形
文
化
財

の
状
況
は
。

町
長　
町
指
定
文
化
財
の
総

数
は
38
件
、
県
指
定
の
文
化

財
は
５
件
あ
り
ま
す
。

藁
谷　
今
後
、
有
形
文
化
財

を
観
光
化
促
進
す
る
計
画
は

あ
る
か
。

町
指
定
有
形
文
化
財
の
状
況
は

指
定
文
化
財
の
総
数
38
件

　
県
指
定
の
文
化
財
５
件
で
す町長

一 般 質 問一 般 質 問

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

町
長　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

で
町
の
生
活
文
化
を
紹
介
し

て
お
り
ま
た
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
よ
り
有
形
文
化
財
等

を
紹
介
す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

藁
谷　
小
学
校
、
中
学
校
の

授
業
に
町
の
郷
土
史
は
あ
る

の
か
。

町
長　
小
学
三・四
年
の
社
会

科
の
授
業
で
町
の
歴
史
や
文

化
財
を
学
ん
で
お
り
、
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
通

し
て
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、

中
学
校
で
は
日
本
史
に
町
の

流
鏑
馬
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
な
ど
を

通
し
て
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。
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借
り
入
れ
は
県
の
指
導
・
助
言
を

　
　
踏
ま
え
、
適
正
な
財
政
運
営
を

町
長

債務返済が完了した女性・若者等活動促進施設

用地造成工事が進む町民第１体育館建設用地

　
第
１
体
育
館
改
築
予
算
が

20
億
２
３
４
０
万
円
計
上
さ

れ
た
の
に
伴
い
あ
ま
り
に
も

大
き
な
面
積
で
必
要
性
や
使

用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
１
７
７
１
名
の
署
名

が
集
ま
り
反
対
縮
小
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
決
は
さ
れ
て
い
る
に
し

て
も
町
長
は
常
に
町
民
の
目

線
で
町
政
に
あ
た
る
と
言
っ

て
ま
す
の
で
、
丁
寧
に
説
明

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

関
根　
体
育
館
の
改
築
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
意
見
は
あ

り
ま
す
が
、
町
民
に
解
り
や

す
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
考
え
は
あ
る

か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
、
町
内
の

各
種
団
体
の
代
表
者
や
体
育

館
を
利
用
す
る
団
体
の
方
々

か
ら
体
育
館
の
在
り
方
に
つ

一 般 質 問一 般 質 問

起
債
の
借
り
入
れ
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
返
済
状
況
は

関
せ き ね

根　角
す み お

男 議員

い
て
、
ご
意
見
を
頂
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

の
皆
様
か
ら
も
全
員
協
議
会

を
通
じ
て
様
々
な
意
見
を
頂

い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
現
在
の
姿
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
根　
６
月
定
例
会
の
答
弁

で
は
、
過
疎
債
の
額
は
県
と

協
議
中
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

町
長　
過
疎
債
に
つ
い
て
は

県
と
の
協
議
の
結
果
、
今
年

度
３
億
円
の
内
示
を
頂
い
て

お
り
、
来
年
度
４
億
円
を
借

り
入
れ
る
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

関
根　
今
後
、
公
債
費
が
増

額
に
な
っ
て
も
財
政
状
況
に

支
障
は
な
い
か
。

町
長　
起
債
の
借
り
入
れ
に

当
た
っ
て
は
県
の
指
導
・
助

言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
正

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
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休憩スペースの設置が望まれるおふくろの駅

おふくろの駅

おふくろの駅内売り場

　
道
の
駅
は
、
道
路
交
通
の

円
滑
さ
と
安
心
し
て
自
由
に

立
ち
寄
り
出
来
る
快
適
な
休

憩
施
設
で
す
。
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
や
地
域
連
携
の
効

果
が
期
待
さ
れ
全
国
に

１
０
９
３
箇
所
あ
り
、
県
内
に

は
、
29
箇
所
あ
り
ま
す
。
わ

が
町
の
お
ふ
く
ろ
の
駅
も
そ
の

一つ
で
あ
り
、
機
能
が
有
効
に

展
開
さ
れ
、
地
域
の
活
性
に

つ
な
が
る
こ
と
が
、
望
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
直
売
所
は
地

域
生
産
者
の
販
売
拠
点
と
し

て
、
大
き
な
役
割
効
果
も
あ

り
、
今
後
は
、
さ
ら
に
そ
の

機
能
向
上
も
含
め
、『
休
憩
機

能
・
情
報
発
信
機
能
』
を
含

お
ふ
く
ろ
の
駅
活
性
化
は

利
用
状
況
確
認
し
検
討

町
長

佐
さ が わ

川　勇
ゆ う じ

司 議員

め
た
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

佐
川　
震
災
か
ら
５
年
以
上

が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
回
復

軌
道
と
思
い
ま
す
が
、
経
営

と
販
売
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　
平
成
27
年
度
の
売
上

は
、
１
億
３
４
６
７
万
円
あ
り

震
災
直
後
に
比
べ
78
・
１
％
増

加
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
22
年
度
と
の
比
較
で
は
、

７・６
％
の
増
加
と
な
っ
て
お

り
、
震
災
前
の
水
準
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

佐
川　
現
状
の
道
の
駅
・
直

売
所
・
売
り
場
面
積
に
対
し

て
利
用
者
か
ら
の
要
望
等
は

あ
る
か
。

町
長　
町
に
対
し
て
直
接
利

用
者
か
ら
の
要
望
等
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
お
ふ
く

ろ
の
駅
定
時
株
主
総
会
で
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
ト

イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

佐
川　
全
国
道
の
駅
統一マ
ー

ク
付
マ
グ
ネ
ッ
ト
版
が
あ
り
ま

す
。
町
Ｐ
Ｒ
の
為
に
も
企
画

販
売
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

一 般 質 問一 般 質 問

町
長　
県
内
に
も
同
種
の
商

品
の
販
売
を
行
う
道
の
駅
が

あ
り
、
当
駅
が
新
商
品
の
検

討
を
行
う
に
当
た
り
情
報
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
川　
今
後
の
活
性
化
を
考

え
用
地
を
十
分
活
用
し
『
休

憩
機
能
・
情
報
発
信
機
能
』

の
場
と
し
て
、
整
備
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

町
長　
お
ふ
く
ろ
の
駅
に
確

認
し
な
が
ら
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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老朽化が進む中継基地

利活用が望まれる旧論田小跡地

　
防
災
無
線
は
昭
和
51
年
１

月
に
運
用
さ
れ
、
緊
急
時
・

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る

場
合
等
、
ま
た
災
害
情
報
の

収
集
・
伝
達
を
目
的
に
、
人

命
・
財
産
を
守
る一翼
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
機
材
の
老
朽
化
で

不
具
合
も
生
じ
て
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
導
入
が
国
の
方

針
で
決
定
さ
れ
、
町
で
も
そ

の
導
入
を
図
る
べ
く
計
画
が

な
さ
れ
設
計
が
完
了
し
て
お

り
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

佐
藤　
機
材
の
不
具
合
と
いっ

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
急
げ

時
期
を
見
て
改
修
を
し
ま
す町

長
佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

一 般 質 問一 般 質 問

た
苦
情
は
あ
っ
た
か
。

町
長　
受
信
機
か
ら
音
が
出

な
い
、
雑
音
が
入
る
不
具
合

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤　
無
線
シ
ス
テ
ム
の
老

朽
化
に
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
点
が
あ
る
か
。

町
長　
機
材
等
の
経
年
劣
化

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

佐
藤　
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
利
便
性
が
あ
る

か
。

町
長　
双
方
向
通
信
が
可
能

に
な
り
、
雨
量
の
把
握
や
、

電
話
使
用
不
能
の
際
、
屋
外

の
子
局
と
役
場
間
で
相
互
に

災
害
情
報
等
を
提
供
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

佐
藤　
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
設
計
が
完
了
し
て
い
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
な
る
か
。

町
長　
現
在
、
総
務
省
が
中

心
と
な
っ
て
防
災
無
線
シ
ス
テ

ム
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

状
況
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

改
修
工
事
の
内
容
及
び
時
期

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
財
政
支
援
は
以
前
に

は
、
移
動
系
に
は
補
助
金
が

あ
り
、
同
報
系
に
は
な
か
っ
た

が
現
在
も
同
じ
か
。

　
古
殿
小
学
校
が
開
校
し
て

６
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
旧

小
学
校
の
跡
地
利
用
も一定
の

再
活
用
が
さ
れ
て
お
り
、
努

力
の
成
果
も
表
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。
文
科
省
も
廃
校
の

利
用
促
進
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
全
国
各
地
で
有
効
活
用

の
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
旧
論
田

小
学
校
跡
地
の
利
活
用
が
課

題
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
61
年

に
開
校
し
耐
震
構
造
で
あ
る

旧
校
舎
は
ま
だ
ま
だ
利
活
用

可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

過
と
、
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
い
ま
す
。

佐
藤　
旧
論
田
小
学
校
の
跡

地
利
用
の
町
の
考
え
方
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
を
希
望
す

る
の
か
。

町
長　
校
舎
は
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
お
り
、
地
元
の
雇

用
を
創
出
す
る
な
ど
、
町
民

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
用
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
こ
れ
ま
で
跡
地
利
用

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あっ
た
か
。

町
長　
太
陽
光
発
電
事
業
や

飲
食
料
品
製
造
の
ほ
か
、
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
と
バ
ラ
栽
培

等
を一体
に
行
う
植
物
工
場
と

し
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。

佐
藤　
跡
地
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
情
報
発
信
が
大
切
で
あ

町
長　
現
在
も
同
報
系
に
は

補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
情
報

発
信
を
し
て
い
る
か
。

町
長　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
は
も
と
よ
り
、
県
東

京
事
務
所
な
ど
を
訪
問
し
情

報
提
供
を
し
て
お
り
ま
す
。

文
科
省
の
「
み
ん
な
の
廃
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
県
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
発

信
を
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
利
活
用
に
あ
た
っ
て
補

助
制
度
か
ら
の
検
討
も
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長　
町
の
企
業
立
地
促
進

条
例
の
ほ
か
、
国
や
県
の
補

助
金
等
の
支
援
制
度
を
も
と

に
利
活
用
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

旧
論
田
小
学
校
の
利
活
用
を
急
げ

情
報
発
信
し
な
が
ら
利
活
用
に

取
り
組
み
ま
す

町
長
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一 般 質 問一 般 質 問

町民憩いの森公園芝生広場

遊具の整備が望まれる広場

町中心部を一望できる展望台

　
平
成
17
年
度
に
完
成
し
た

町
民
憩
い
の
森
公
園
は
町
を一

望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
景
観

と
町
の
中
心
部
に
あ
る
利
便

性
も
あ
り
、
多
く
の
人
達
が

利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
平
成
27
年
度
の
推
定

利
用
人
口
は
。

町
長　
町
民
憩
い
の
森
公
園

使
用
実
績
報
告
書
に
よ
れ
ば

そ
の
使
用
人
数
は
１
５
１
６
人

で
あ
り
ま
す
。

町
民
憩
い
の
森
公
園
の
整
備
計
画
は

追
加
の
整
備
に
つ
い
て
は
難
し
い町長

緑
みどりかわ

川　栄
えいいち

一 議員

緑
川　
公
園
を
利
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
及
び
大
会
等
は
。

町
長　
主
な
イ
ベ
ン
ト
及
び

大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
な

ど
各
種
団
体
に
よ
る
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
こ
ど

も
園
の
遠
足
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
の

里
山
広
場
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
設
備
を
備
え
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
交
流
や
反
省
会
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

緑
川　
景
観
を
活
か
し
て
今

後
の
整
備
計
画
は
。

町
長　
こ
の
公
園
は
国
及
び

県
の
補
助
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
る
と
と
も
に
、一部
の
山

林
が
環
境
防
災
林
の
指
定
を

受
け
保
安
林
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
追
加
の
整
備
に
つ

い
て
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。



ふるどの議会だより　第137号
平成28年10月20日発行15

一 般 質 問一 般 質 問

町民第１体育館拡張予定地

おふくろの駅

木
戸　
町
関
係
の
採
用
募
集

は
広
く
町
民
に
オ
ー
プ
ン
に

知
ら
せ
る
事
が
最
も
大
切
で

す
。
今
ま
で
は
職
員
募
集
や

町
関
連
施
設
の
臨
時
職
員
募

集
は
そ
の
様
な
手
法
を
と
ら

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
度
、
お
ふ
く
ろ
の
駅
長
候

補
者
募
集
が
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
ど
の
様
な
理
由
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
で
公
募
が

な
さ
れ
た
の
か
質
問
し
ま
す
。

木
き  ど

戸　久
ひさやす

康 議員

町
長　
民
間
企
業
等
で
培
わ

れ
た
物
産
販
売
や
経
営
に
関

す
る
専
門
的
な
知
識
・
経
験

を
備
え
た
人
材
を
全
国
か
ら

広
く
募
集
す
る
た
め
、
全
国

道
の
駅
連
絡
会
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
と
も
に
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
公
募

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 　

急
速
に
少
子
化
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
我
が
町
に
果

た
し
て
22
億
円
以
上
の
税
金

を
投
入
し
、
約
４
０
０
０
㎡
の

体
育
館
が
本
当
に
必
要
か
否

か
の
議
論
が
長
い
間
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
最
終
段
階
に

入
り
ま
し
た
。

　
用
地
購
入
も
進
み
、
本
体

工
事
も
10
月
に
は
入
札
さ
れ

る
よ
う
で
す
。

　
全
員
協
議
会
で
４
０
０
０
㎡

の
用
地
購
入
に
９
６
０
万
円
の

税
金
が
か
か
り
、
町
の
予
算

を
流
用
す
る
話
が
で
て
き
ま

し
た
。
びっ
く
り
し
た
と
同
時

に
な
ぜ
、
そ
の
様
な
事
態
に

なっ
た
の
か
質
問
し
ま
す
。

木
戸　
体
育
館
建
設
に
関
わ

る
用
地
購
入
の
件
は
最
初
か

ら
減
免
も
含
め
て
ど
こ
と
ど

の
様
に
進
め
て
き
た
の
か
。

　
な
ぜ
４
０
０
０
㎡
の
用
地
購

入
に
税
金
が
か
か
る
よ
う
に

なっ
た
の
か
。

町
長　
事
業
認
定
を
受
け
る

べ
く
県
と
調
整
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
４
０
０
０
㎡
の
用

地
の
収
用
に
当
た
っ
て
は
、
現

時
点
で
事
業
認
定
を
受
け
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
為
、
や

む
を
得
ず
税
相
当
分
を
考
慮

し
、
土
地
購
入
に
至
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

木
戸　
体
育
館
建
設
に
対
し

て
過
疎
債
の
見
込
み
は
い
く

ら
か
。

町
長　
過
疎
債
に
つ
い
て
は
、

県
と
の
協
議
の
結
果
、
今
年

度
３
億
円
の
内
示
を
頂
い
て

お
り
、
来
年
度
は
４
億
円
を

借
り
入
れ
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
お
ふ
く
ろ
の
駅
長

　
　
　
　
　
　
　
募
集
の
手
法
は

体
育
館
建
設
に
関
わ
る

　
　
　
　
　
用
地
購
入
の
経
過
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
公
募
を
実
施

現
時
点
で
追
加
の
事
業
認
定
を

　
　

  
受
け
る
の
は
困
難
で
あ
る

町
長

町
長
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一 般 質 問一 般 質 問

コスモス荘

　
体
育
館
改
築
は
、
町
民
の

声
を
押
し
切
り
次
々
と
変
更

し
な
が
ら
実
施
に
向
け
て一直

線
で
す
。
町
民
の
目
線
に
立

ち
身
の
丈
に
合
っ
た
も
の
な
ら

こ
こ
ま
で
物
議
を
醸
す
こ
と

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
８
月

19
日
、
全
員
協
議
会
で
示
さ

れ
た
説
明
内
容
は
、
こ
れ
ま

で
の
説
明
を一変
す
る
重
大
な

問
題
が
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

町
財
政
全
般
も
考
え
な
が
ら

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

岡
部　
な
ぜ
、
４
０
０
０
㎡
の

土
地
買
収
に
税
金
分
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
に
なっ
た
の
か
。

町
長　
買
収
に
あ
た
っ
て
現
時

点
で
事
業
認
定
を
受
け
る
の

が
困
難
な
た
め
で
す
。

岡
部　
な
ぜ
、
予
算
の
流
用

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。

町
長　
認
定
を
受
け
る
た
め

の
予
算
を
活
用
す
れ
ば
、
総

予
算
の
範
囲
内
で
土
地
を
取

得
出
来
る
見
通
し
が
た
っ
た
の

で
や
む
を
得
ず
地
権
者
が
負

担
す
る
税
金
分
を
考
慮
し
、

土
地
購
入
に
至
り
ま
し
た
。

岡
部　
法
的
な
も
の
以
外
こ

れ
ま
で
も
町
が
税
金
分
を
上

乗
せ
し
て
い
た
の
か
。

町
長　
条
件
に
よ
り
税
負
担

分
を
考
慮
し
て
買
収
し
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

岡
部　
空
調
室
外
機
設
置
は

特
別
な
設
計
内
容
な
の
か
。

町
長　
特
別
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

岡
部　
入
札
前
に
す
べ
き
工

事
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

町
長　
現
在
、
水
田
の
不
用

土
を
は
ぎ
、
盛
土
を
し
て
い

ま
す
。

岡
部　
主
要
事
業
の
大
原
小

学
校
橋
拡
幅
は
、
な
ぜ
凍
結

さ
れ
た
の
か
。

町
長　
昨
年
度
、
県
と
の
河

川
協
議
が
終
了
し
、
大
幅
な

工
事
費
増
と
な
る
た
め
凍
結

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

岡
部　
町
の
補
助
・
助
成
事

業
は
予
算
を
組
ま
ず
に
対
応

す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

町
長　
予
算
措
置
が
無
い
執

行
は
な
い
が
、
予
算
の
流
用

や
予
備
費
充
当
の
手
法
は
あ

り
ま
す
。

　
国
の
方
針
に
よ
り
介
護
事

業
が
新
総
合
事
業
内
容
に
移

行
す
る
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
制
度
改
正
に
よ
る
影
響

と
対
応
策
ま
た
、
伴
う
も
の

と
し
て
の
施
設
整
備
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

岡
部　
総
合
事
業
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
方
針
と
何
が
違

う
の
か
。

町
長　

新
事
業
は
、
住
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が

参
画
し
、
地
域
で
支
え
合
う

体
制
を
構
築
し
効
率
的
な
支

援
を
目
指
し
ま
す
。

岡
部　
具
体
的
に
変
わっ
た
事

は
な
に
か
。

町
長　
一つ
目
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
全
国一律
に
行
っ
て
い
た

訪
問
及
び
通
所
介
護
を
住
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
ま
す
。

二
つ
目
と
し
て
、
特
定
の

サ
ー
ビ
ス
だ
け
の
場
合
は
要

介
護
認
定
を
省
略
し
「
基
本

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
」
確
認
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

岡
部　
今
後
の
町
介
護
事
業

と
し
て
の
新
し
い
内
容
は
定

まっ
た
の
か
。

町
長　
次
年
度
度
に
向
け
て

事
業
の
内
容
、
生
活
支
援
体

制
認
知
症
施
策
の
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

岡
部　
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
関
係
団
体
と
の
協
議
は
ど

う
経
過
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
県
中
福
祉
事
務
所
や

関
係
機
関
及
び
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
協
議
会
や
町
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

岡
部　

過
疎
計
画
で
は
29
・

30
年
度
に
施
設
整
備
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
実
施

手
順
で
間
違
い
な
い
か
。

町
長　
石
川
消
防
署
古
殿
分

署
解
体
工
事
が
30
年
度
ま
で

か
か
る
見
込
み
と
な
り
施
設

整
備
は
早
く
と
も
31
年
度
以

降
と
な
り
ま
す
。

事
業
と
財
政
運
営
の
在
り
方
は

介
護
保
険
総
合
事
業
内
容
と

   

町
の
取
組
み
、
今
後
の
方
向
性
は

総
合
的
判
断
か
ら
事
業
を
実
施

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

　
　
　
方
向
性
を
決
定
し
ま
す

町
長

町
長

・…

子
ど
も
の
貧
困
と
就
学
援

助
制
度
の
現
状

そ
の
他

質
の

問
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高齢者集合住宅予定の旧古殿保育所跡地　

　冬期間の生活困難者に対する高齢者集合住宅は平成28年度中に実施設計等
を行い、平成29年度に改修工事を進める予定です。なお、平成30年度開所
を目指します。

Q　平成26年３月一般質問から

旧保育所跡地活用は？テーマ

A　町長答弁

　　保育所跡地利用として冬期間対応優先の
　　高齢者集合住宅はどうか。

　　保育所の今後の利活用については、ご指摘の内容
　　も参考にしながら、検討します。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.35
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み ん な の ペ ー ジ

＊いつ頃からはじまったのか。

＊受け継がれている慣習は

＊今年の催しは

　200年前からごんげん山に湯殿山神社を建立し
祭りが行われてきました。
　当番の家では昼は、ささら（獅子舞）、笠踊り、
赤城山の国定忠治、番場の忠太郎などの地芝居、
夜はやぐらを囲んで盆踊りなどで賑やかでした。
　一時、子どもの減少や映画やテレビなどの普及
により祭りは消滅しましたが、昭和47年頃、有
志者などが中心となり、笠踊りや地芝居を催す
「ごんげん祭り」として復活しました。

　新しい萱草で編んだ苞（つと）に赤飯を入れた「ツトッコ」を神前にお供えします。
　氏子は、２本作り祭りに持参し、１本は持ち帰り、残りは祭りに来て頂いた方々に振る舞われます。

　10月２日㈰に「論田ふれあいセンター」で祭りが開催されました。平田村出身の歌手２人が熱唱
ひょっとこ踊り、小学生による「獅子舞」やフラダンスが披露され楽しい祭りでした。

発
行
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集
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委
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会
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古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/ “ 町政を知るよい機会”

議会を傍聴してみませんか

今回紹介するのは、「論田のごんげん祭り」 です。

Ｎｏ.28

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

12月 上旬

ごんげん祭りの風景

新しい萱草で編んだ「ツトッコ」


